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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・法人行事運営委員会より

　来年度職員旅行に関するアンケートが配布されています。詳細についてはWIZへ掲示されていますので、各自確認し2/23（木）までに提出をお願いします。

・感染症拡大防止のため、各自トリゾンラブの携帯を徹底するようにして下さい。

・ベッドマットレス消毒について

　倉庫整理のスケジュールにより、一時中断となります。

　北病棟は3/16（金）開始となりますので、周知をお願いします。

・洗濯業務について

　田中　ヒデ子Nsが欠勤の際は、振り分け作業も行う事になりますので周知をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・林　田鶴子様～本人より咳嗽の訴えがあります。経過観察し、必要に応じて医師への情報提供をしていきましょう。

・小笠原　禮子様～経口流動食について

　　　　　　　　　体重：現在47㎏（北病棟転入後から4～5㎏増加）

　　　　　　　　　血液データで脂質値に異常値が出ている。

　　　　　　　　　本人の食事摂取傾向として、主食はほぼ全量摂取しているが副食に残食あり。

　　　　　　　　　（炭水化物の摂取は出来ている）

　　　　　　　　　上記の事から、経口流動食についての検討が必要と考えられます。栄養士より、現在のMA-8+よりたんぱく質が豊富な経口高栄養流動食もあるそうです。主治医へ情報提供を行っていきましょう。

＜週間予定＞

2/20（月）　大釜　万知様～腹囲測定

2/21（火）　看護グループ内研修「SST」

2/22（水）　寝具交換（毛布カバー・枕カバー・シーツ）

2/23（木）　皮膚科診察

　　　　　　医療ガス勉強会（カンファレンス内）

2/24（金）　歯科診察

＜GAF月間報告＞

・滞り無く実施する事できています。

＜注目患者様検討＞

・菊地　明子様～気分の落ち込みや、不調の訴え無く日課・プログラム取り組む事出来ています。青山荘体験利用については「長時間はつらい」「（他者の名を挙げ）他の人なら出来るんじゃないでしょうか」等の発言あります。体験利用について本人へは事前に知らせず利用当日の午前中に知らせる事としています。

　　　　　　　　伝えた後の調子・状態を見て、拒否するようであれば無理に勧めない事としています。また、参加後も途中で不調の訴えがあった際は帰棟することとします。

　　　　　　　　落ち込みの原因については、作業療法で「まわりの人はやる事が進歩しているのに、自分は先がない」という旨の発言があります。作業内容については、作業療法士と相談しながら進めるようアドバイスし、作業療法士へも情報提供を行っています。

　　　　　　　　日常的なケアとして、会話の機会を増やしていきましょう。その中から不安に感じていることを把握し、軽減を図るような関わりが必要となります。

　　　　　　　　現在、担当スタッフで退院に向けての計画を検討・作成しています。計画立案後は、計画に沿って支援を行って行く事になります。

・金沢　洋子様～まとまりのない言動が続いています。各プログラムは支障なく、取り組む事できていますが幻覚・妄想による突発的な行動も予測されますので要観察が必要です。精神状態の悪化により、家族への電話回数の増加、男性患者様との過度な接触が経過としてあります。他者との関わり、トラブルに注意していきましょう。

・稲垣　恵利子様～幻覚、妄想に左右された行動無く経過していますが、気分の高さ見られています。幻覚、妄想状態が潜在化しており、突発的な行動の可能性がありますので要観察していきましょう。

・中居　松男様～気分高揚、他者へ指示的となる、スタッフへのまとまりない話し掛け等が継続しています。2月上旬に本人がご家族（弟）へ電話した際に「春頃に退院を考える」と言われたとの事です。今回の状態悪化のきっかけと考えられます。

　　　　　　　　他者への関わり方など、一般的な行動を逸脱するようであれば本人へ伝えフィードバックが必要となります。以前の経過として自傷行為がありますので、関わり方に注意し、自尊心に留意しながら振り返りの時間を持つ事が出来る様に関わっていきましょう。

　　　　　　　　今後について、本人の能力低下や病状管理を考えると単身生活は困難な状況です。ご家族・主治医・SWと話し合いの場を設定し、施設入所の方向で検討していく予定です。


























































